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（１）教育システム情報学会（JSiSE）2013 年度第 5 回研究会テーマ「スマートデバイスによるこ
れからの教育・学習環境／一般」
http://www.jsise.org/society/committee/2013/CFP_5th.html 




A-4)MathOnWeb の iPad における入力支援アプリの開発 
A-6)タブレットを用いた子どもの成長を記録・閲覧する WEB サービスの提案 























・タブレット PC を活用したマルチメディア教育の試み（紀要第１２号(2012） 






（４）総務省：平成 26 年版 情報通信白書～教育における ICT 活用事例～ 
（http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h26/html/nc264110.html） 
総務省の「平成 26 年版：情報通信白書：第 2 部、第 4 節」に“教育におけるＩＣＴ活用事例”
の紹介があるので下記に引用する。
『総務省では、教育分野での ICT 利活用を推進し、情報通信技術面を中心とした課題を抽出・分析するこ
とを目的として、平成 22 年度から平成 25 年度まで「フューチャースクール推進事業」に取り組んでいる。
同事業において、文部科学省の「学びのイノベーション事業」と連携し、タブレットパソコン（全児童生徒 1
人 1 台）や電子黒板（全普通教室 1 台）、無線 LAN 等の ICT 環境の下で授業を実践し、情報通信技術面を中


















府、兵庫県、北海道、宮城県、愛知県、広島県、福岡県）を調査地域とし、 2014年 3月 14日(金)
～3月 18日(火)）にオンライン調査を行っている（有効回答数 1,733サンプル） 
この調査の結果から、我々の研究に参考になると思われる結果を簡単にまとめると以下の通りで
ある。 
 IT機器の保有率は、ノート PC81.2％、スマートフォン 71.5％、デスクトップ PC24.2％、ガラ


























トを実施している。（調査期間：2014 年 2 月 8 日（金）～2 月 12 日（火）、調査実施会社：株式会社












 「パソコン」は小学生でも 75.％超、高校生から社会人までは 95％を超え、幅広い年齢で高い
利用率となっている。 










































 「自分はネット依存だと思う」と回答した人の割合は全体の 28.0％と 3割近くにのぼる。 
 高校生以上とスマートフォン所有者の割合が高い。 
 ただし、いわゆる「ネット依存症」の場合、自覚がないことが多いと言われている点には注意。 
 ネット依存傾向が 70 点以上であるにも関わらず、「自分はネット依存だと思う」と回答しな







































































































































プレ調査は春学期と秋学期に分けて、2 回実施した。２回とも Google が提供するフォーム機能を
利用して作成し、Web アンケート形式で実施し、回答結果は自動回収した。春学期の対象者は A 大
学 1 年生 72 名と B 大学 1～3 年生 74 名の計 146 名（男 71 名、女 75 名）であった。秋学期の対
象者は、A 大学の計 81 名（男 51 名、女 30 名）であった。 
3.2 結果 
分析結果の一部を図 3-1～図 3-8 に示す。 



































よく使う ある程度使う たまに使う 全く使わない
図 3-2 よく使う情報源(Q2) 
図 3-3 よく使うツール(Q3) 




































































































図 3-5 ネットの利用時間帯(Q4-2) 
図 3-1 から図 3-3 を見ると、「よく使う情報通信機器(Q1)」では、スマホの利用が最も多く、「あ
る程度使う」を入れるとほぼ 100%に達していることが読み取れる。「よく使う情報源(Q2)」では、
「よく使う」情報源として、テレビが首位に上がっているが、「ある程度使う」を入れてみると、ス
マホでの HP 閲覧が PC による HP 閲覧を大きく引き離し、テレビのそれをも上回った。「よく使う
ツール（Q3）」では、最も頻繁にアクセスするツールとして LINE が断トツ首位で、こちらも「あ
る程度使う」を入れると 97%にのぼる。続く twitter は「ある程度使う」を入れると 8 割を超すが、
Facebook は 3 割にも満たない。 






















図 3-7 「インターネット利用上の不安」(全体傾向) 
図 3-8 「インターネット利用上の不安」(t 検定結果) 
図 3-6 に示しているのは、秋学期のプレ調査で新たに追加した項目で、「ネットの平均利用時間
／日（Q4_3）」の分布を表している。図 3-6 から、ネットの平均利用時間の分布は正規分布に近く、
１日あたり約 2.8 時間となっていることが読み取れる。 




ために、 t 検定を行ったところ、図 3-8 に示されるように、個人情報の漏えい（t = 3.36、 df = 141、 
p < .01）、ネット利用による不当請求（t = 2.95、 df = 141、 p < .01）、個人データの改ざんや盗聴
（t = 2.87、 df = 138、 p < .01）、コンピュータウイルス（t = 2.52、 df = 141、 p < .05）、ネッ





































非常に不安 少し不安 あまり不安を感じない 全く不安を感じない
M SD M SD t値
個人情報の漏えい 2.74 0.92 3.26 0.90 3.36 **
ネット利用による不当請求 2.68 1.01 3.15 0.86 2.95 **
個人データの改ざんや盗聴 2.77 1.02 3.25 0.96 2.87 **
コンピュータウィルス 3.01 0.99 3.41 0.83 2.52 *
ネット操作履歴の漏えい 2.68 0.89 3.15 0.89 3.10 **
ネット上のデマ・有害な情報 2.46 0.94 2.92 0.91 2.92 **
ネット上の中傷や悪口 2.46 1.01 2.89 0.97 2.56 **
*　p<.05, ** p<.01
男 女
= 141、 p < .01）、ネット上の中傷や悪口（t = 2.56、 df = 141、 p < .01）の 7 項目すべてにおい
て、男性よりも女性の方が有意に高い不安を抱えていることが認められた。
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This study will establish the guideline of the practical use of smart device for education 
according to the user reality and the technology trend. This study lasts for three years. It aims 
to validate the adaptive effectiveness of the education in which the new technique will be 
brought into view based on the investigation of the technology trend and the reality of smart 
device, especially the clear problems and issues of practical use of smart device for the under 
graduation education. In 2014, three parts of the investigation have been finished, 1) earlier 
study and experimental cases in education, 2) user reality according to the new technology 
trend, 3) previous investigation regarding the user reality of college students. The results of 
this year will be reported and the next issues will be given in this study. 
 
